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母性看護学実習 

〔２単位 90 時間〕  

目的 

周産期にある対象の身体的・精神的・社会的特徴や適応過程を理解し、母子の健康促進お

よび家族関係の発達を目指した看護を実践できる基礎的能力を養う。 

 

目標 

１ 周産期にある対象を総合的に理解できる。 

２ 周産期にある対象の状態に応じた援助が理解できる。 

３ 母性看護を通して、自己の看護観を考えることができる。 

４ 保健医療福祉チームにおける看護師の役割を理解し、他職種連携の重要性及び看護の

継続性が理解できる。 

５ 専門職業人としての倫理観をもち、責任ある行動がとれる。 

 

実習時期及び期間 

 ２～3 年次 12 日間 


